
令
和
元
年
五
月
二
十
二
日
提
出

質

問

第

一

八

二

号

ハ
ク
ビ
シ
ン
が
明
治
以
前
に
日
本
に
生
息
し
て
い
た
科
学
的
根
拠
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

早

稲

田

夕

季
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ハ
ク
ビ
シ
ン
が
明
治
以
前
に
日
本
に
生
息
し
て
い
た
科
学
的
根
拠
に
関
す
る
質
問
主
意
書

ハ
ク
ビ
シ
ン
は
明
治
以
前
か
ら
日
本
に
生
息
し
て
お
り
、
雷
獣
と
呼
ば
れ
、
図
画
に
描
か
れ
て
き
た
と
の
考
え
を
環
境
省
は

持
っ
て
い
る
よ
う
な
の
で
、
そ
の
根
拠
と
し
て
い
る
図
画
の
一
つ
一
つ
に
つ
い
て
、
専
門
家
の
意
見
を
踏
ま
え
て
、
以
下
質
問

す
る
の
で
、
一
問
一
答
で
答
弁
さ
れ
た
い
。

一

雷
獣
と
さ
れ
る
江
戸
時
代
の
図
画
の
う
ち
、
一
七
三
七
年
に
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
岩
槻
区
掛
で
捕
ら
え
ら
れ
た
と
さ
れ
る

栗
本
丹
洲
に
よ
る
写
生
画
、
一
八
〇
一
年
に
広
島
県
で
発
見
さ
れ
た
と
さ
れ
る
一
八
〇
六
年
に
伴
蒿
蹊
が
著
し
た
閑
田
次
筆

の
図
画
、
一
八
一
八
年
か
ら
一
八
二
〇
年
に
滝
沢
馬
琴
が
著
し
た
『
玄
同
放
言
』
に
あ
る
図
画
は
い
ず
れ
も
、
そ
の
姿
か
た

ち
か
ら
、
い
ず
れ
も
明
ら
か
に
ハ
ク
ビ
シ
ン
で
は
な
い
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
あ
き
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

二

江
戸
時
代
の
長
崎
で
代
官
や
町
年
寄
を
つ
と
め
て
い
た
高
木
家
が
御
用
絵
師
に
描
か
せ
た
唐
蘭
船
持
渡
鳥
獣
之
図
に
あ
る

「
オ
ン
ベ
ケ
ン
デ
テ
イ
ル
」
の
図
画
は
鼻
の
白
い
筋
は
見
え
な
い
も
の
の
、
他
の
特
徴
か
ら
ハ
ク
ビ
シ
ン
と
推
察
す
る
意
見

が
あ
る
よ
う
だ
が
、
こ
れ
は
一
八
三
三
年
に
オ
ラ
ン
ダ
の
船
が
持
ち
込
ん
だ
舶
来
の
珍
獣
と
い
う
だ
け
で
あ
り
、
オ
ラ
ン

ウ
ー
タ
ン
や
イ
ン
ド
ゾ
ウ
、
ヒ
ト
コ
ブ
ラ
ク
ダ
な
ど
と
併
記
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
ま
た
、
耳
の
中
が
白
い
こ
と
、
尾

端
が
白
い
点
は
、
こ
れ
ま
で
日
本
で
捕
獲
さ
れ
て
い
る
ハ
ク
ビ
シ
ン
の
特
徴
と
は
明
ら
か
に
異
な
り
、
鼻
筋
の
角
度
か
ら
見

一



る
と
、
同
じ
ジ
ャ
コ
ウ
ネ
コ
科
な
が
ら
別
属
で
あ
る
東
南
ア
ジ
ア
、
南
ア
ジ
ア
に
広
く
生
息
す
る
パ
ー
ム
シ
ベ
ッ
ト
属
の
一

種
の
可
能
性
の
方
が
高
い
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
ハ
ク
ビ
シ
ン
属
に
も
尾
端
が
白
い
種
が
海
外
に
は
存
在
し
て
い
る
と
の

こ
と
で
あ
る
が
、
日
本
に
お
い
て
明
治
以
降
、
尾
端
が
白
い
ハ
ク
ビ
シ
ン
が
捕
獲
さ
れ
た
記
録
は
な
い
の
で
は
な
い
か
。

三

一
七
六
七
年
に
出
版
さ
れ
た
震
雷
記
に
記
載
さ
れ
た
、
一
七
六
五
年
に
神
奈
川
県
伊
勢
原
市
・
秦
野
市
・
厚
木
市
境
の
大

山
で
捕
ら
え
ら
れ
た
と
さ
れ
る
雷
獣
の
図
画
は
、
尾
の
形
状
が
ハ
ク
ビ
シ
ン
と
は
明
ら
か
に
異
な
り
、
ま
た
、
耳
が
白
い
点

も
異
な
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
あ
き
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

四

次
に
、
江
戸
中
期
の
百
科
事
典
、
類
聚
名
物
考
に
記
載
の
あ
る
、
一
七
七
一
年
に
山
梨
県
甲
州
市
の
天
目
山
で
捕
ら
え
ら

れ
た
と
さ
れ
る
雷
獣
の
図
画
は
、
巨
大
な
ネ
ズ
ミ
の
よ
う
で
、
こ
れ
を
ハ
ク
ビ
シ
ン
と
み
な
す
の
は
あ
ま
り
に
乱
暴
で
は
な

い
か
。
ハ
ク
ビ
シ
ン
は
手
足
の
指
が
丸
く
、
こ
の
図
画
の
よ
う
な
長
い
指
で
は
な
い
し
、
尾
も
細
す
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
。

五

他
方
、
雷
獣
と
は
呼
ば
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
一
七
一
〇
年
名
古
屋
の
真
福
寺
で
見
世
物
と
な
っ
て
い
た
獣
と
さ
れ
る
江

戸
中
期
の
国
学
者
、
天
野
信
景
の
著
を
一
七
八
二
年
堀
田
方
旧
が
編
ん
だ
塩
尻
に
あ
る
木
狗
の
図
は
、
ハ
ク
ビ
シ
ン
の
特
徴

が
一
部
見
受
け
ら
れ
る
も
の
の
、
舶
来
の
珍
獣
な
の
か
、
国
内
の
ど
こ
か
で
捕
獲
さ
れ
た
の
か
出
所
は
不
明
で
あ
り
、
こ
れ

を
も
っ
て
江
戸
時
代
に
ハ
ク
ビ
シ
ン
が
生
息
し
て
い
た
証
拠
と
は
な
り
え
な
い
の
で
は
な
い
か
。

二



六

一
八
四
二
年
に
山
口
県
新
南
陽
市
大
字
富
田
で
捕
ら
え
ら
れ
た
と
さ
れ
る
、
江
戸
時
代
の
博
物
家
、
毛
利
梅
園
元
寿
が
著

し
た
皇
代
系
譜
に
記
載
の
あ
る
「
周
防
国
の
異
獣
」
の
図
画
も
、
耳
が
白
い
と
い
う
点
で
ハ
ク
ビ
シ
ン
に
合
致
し
な
い
の
で

は
な
い
か
。
む
し
ろ
前
述
と
同
じ
よ
う
に
、
同
じ
ジ
ャ
コ
ウ
ネ
コ
科
な
が
ら
別
属
で
あ
る
東
南
ア
ジ
ア
、
南
ア
ジ
ア
に
広
く

生
息
す
る
パ
ー
ム
シ
ベ
ッ
ト
属
の
一
種
で
あ
る
可
能
性
の
方
が
高
い
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
あ
き
ら
か
に
さ
れ
た

い
。

七

以
上
の
い
ず
れ
に
し
て
も
実
際
の
標
本
は
残
っ
て
お
ら
ず
、
江
戸
時
代
に
も
外
国
船
な
ど
に
乗
せ
ら
れ
て
、
東
南
ア
ジ
ア

か
ら
様
々
な
珍
獣
奇
獣
が
舶
来
し
て
お
り
、
ハ
ク
ビ
シ
ン
が
明
治
以
前
に
野
生
化
し
て
い
た
と
い
う
根
拠
と
し
て
は
不
十
分

で
は
な
い
か
。
こ
の
他
に
江
戸
時
代
に
ハ
ク
ビ
シ
ン
が
日
本
に
生
息
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
図
画
な
り
科
学
的
根
拠
が
あ
る

な
ら
ば
、
ジ
ャ
コ
ウ
ネ
コ
科
パ
ー
ム
シ
ベ
ッ
ト
亜
科
の
六
属
八
種
と
の
比
較
検
討
を
行
っ
た
上
で
、
あ
き
ら
か
に
さ
れ
た

い
。

八

国
内
で
ハ
ク
ビ
シ
ン
の
化
石
が
存
在
し
な
い
こ
と
、
狩
猟
文
化
の
あ
っ
た
縄
文
時
代
の
遺
跡
か
ら
骨
が
出
土
し
て
い
な
い

こ
と
は
環
境
省
も
認
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
以
上
の
よ
う
な
明
治
以
前
の
雷
獣
や
異
獣
の
図
画
の
み
を
も
っ
て
、
ハ
ク

ビ
シ
ン
が
明
治
以
前
に
日
本
に
生
息
し
て
い
た
根
拠
と
す
る
こ
と
は
、
科
学
的
検
証
が
な
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
点
で
、
科

三



学
的
態
度
と
は
い
え
な
い
の
で
は
な
い
か
。

右
質
問
す
る
。

四


